
栗
原
盾
夫
、
丹
治
勇
、
木
村
智
、

秋
山
浄
司
、
松
井
幹
雄
、
与
儀
達

矢
、
佐
藤
厚
生
、
佐
藤
雄
二
朗
、

大
ケ
島
恵
美
子
、
菱
刈
庄
二
、
平

尾
彰
士
、
藤
尾
喜
巳
男
、
越
塚
宗

孝
、
若
狭
高
司
、
白
石
純
一
、
河

路
光
雄
、
斉
藤
政
雄
、
尾
田
浩
章
、

塩
見
恭
司
、
水
野
啓
次
郎
、
山
元

春
三
、
菅
原
勇
一
郎
、
岡
本
伸
之
、

鍔
一
郎
、
立
花
直
、
岩
倉
圭
彦
、

木
村
忠
男
、
湯
本
晃
久
、
阿
部
行

信
、
森
田
勉
、
山
口
謙
一
郎
、
鴻

池
太
郎
、
堀
芙
紗
子
、
新
谷
奈
々

美
、
平
岡
健
二
、
斉
藤
康
、
荒
井

詔
二
郎
、
秋
元
孝
、
今
井
誠
則
、

名
越
隆
雄
、
安
永
伸
子
、
斎
藤
勉
、

田
口
素
、
山
本
邦
介
、
本
間
良
雄
、

呉
東
富
、
尾
山
一
平
、
瓜
生
義
男
、

柳
川
悦
子
、
田
野
敏
明
、
宇
高
司

郎
、
朱
憲
論
、
阿
部
益
知
、
福
田

朋
英
、
小
寺
研
二
、
森
田
稔
三
、

上
田
実
、
小
田
禎
彦
、
矢
田
部
修

一
、
藤
原
邦
彦
、
小
林
昭
人
、
木

〇
七
年
度
問
題
に
呼
応
す
る
よ
う

に
私
が
担
当
し
て
お
り
ま
す
「
留

学
・
語
学
研
修
」
の
世
界
で
も
シ
ニ

ア
層
の
数
は
確
実
に
増
加
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。
そ
の
動
機
の
一
つ
に
「
若

い
時
に
理
由
が
あ
っ
て
大
学
に
行
け

な
か
っ
た
の
で
」
と
お
っ
し
ゃ
る
方

が
あ
り
ま
す
。
我
々
は
母
校
で
そ
れ

ぞ
れ
に
青
春
を
謳
歌
出
来
た
訳
で
す

か
ら
、
今
更
な
が
ら
有
難
い
と
思
う

と
同
時
に
、
も
う
少
し
真
剣
に
学
業

に
励
む
べ
き
で
あ
っ
た
と
言
う
気
持

ち
が
沸
い
て
く
る
の
は
私
だ
け
で
し

ょ
う
か
。
し
か
し
親
の
介
護
や
ご
自

身
の
健
康
状
態
等
数
々
の
壁
を
越
え

て
海
外
で
の
シ
ニ
ア
留
学
や
語
学
研

修
へ
と
出
発
出
来
る
方
は
僅
か
な

方
々
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
う
言
う

意
味
で
、
各
大
学
で
開
か
れ
て
い
る

市
民
講
座
の
充
実
は
今
後
の
知
的
好

奇
心
の
高
い
シ
ニ
ア
層
の
方
に
と
っ

て
非
常
に
重
要
だ
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。
米
国
の
大
学
で
は
生
涯
学
習
と

し
て
ひ
と
つ
の
大
学
で
驚
く
事
に
一

般
社
会
人
や
企
業
等
に
向
け
に
四
○

○
○
講
座
近
く
開
講
し
て
い
る
大
学

も
あ
り
ま
す
。
そ
の
内
容
は
教
養
的

な
も
の
か
ら
在
校
生
の
単
位
認
定
対

象
科
目
ま
で
幅
広
く
あ
り
、
非
常
に

地
域
に
開
か
れ
て
い
る
気
が
致
し
ま

す
。
シ
ニ
ア
層
が
ま
す
ま
す
増
え
る

な
か
で
、
大
学
で
再
び
学
ぶ
機
会

（
公
開
講
座
等
と
呼
ば
れ
て
い
る
も

の
）
が
増
え
る
事
は
大
学
・
地
域
双

方
に
と
っ
て
非
常
に
素
晴
ら
し
い
事

だ
と
思
わ
れ
ま
す
。（

副
会
長
　
宮
田
）

早
稲
田
大
学
卒
業
生
で
組
織
す

る
旅
行
稲
門
会
を
訪
問
し
取
材
し

て
参
り
ま
し
た
。

当
日
は
副
会
長
の
高
梨
洋
一
郎

（
ツ
ー
リ
ズ
ム
ワ
ー
ル
ド
代
表
取
締

役
社
長
）
様
、
幹
事
長
の
武
井
進

（
同
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
長
）
様
、

幹
事
の
竹
村
千
鶴
子（
株
式
会
社
ツ

ー
リ
ズ
ム
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研

究
所
研
究
員
）様
に
お
話
を
お
伺
い

し
ま
し
た
。

き
っ
か
け
は
今
年

の
稲
門
会
総
会
に
ご

招
待
頂
き
、
伊
藤
会

長
、
宮
田
副
会
長
と

と
も
に
列
席
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
折
、

立
教
観
光
ニ
ュ
ー
ス

を
お
見
せ
し
た
と
こ

ろ
大
変
興
味
を
い
た

だ
き
、
是
を
ご
縁
に

稲
門
会
を
ご
紹
介
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
。

旅
行
稲
門
会
は
一
九
七
六
年
に

発
足
し
現
在
三
五
〇
名
を
超
え
る

会
員
数
を
有
し
ま
す
。

当
初
は
、
航
空
稲
門
会
の
名
称

で
ス
タ
ー
ト
し
、
そ
の
後
現
在
の

名
前
に
変
更
し
て
今
日
に
至
っ
て

お
ら
れ
る
と
の
こ
と
。

ま
た
、
活
動
内
容
は『
旅
行
三
田

会
』（
慶
応
大
学
出
身
者
の
Ｏ
Ｂ
会
）

と
の
合
同
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
を
は

じ
め
総
会
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
旅
行
三
田
会
と
の
合

同
研
修
旅
行
は
〇
三
年
か
ら
毎
年

実
施
さ
れ
て
お
り
昨
年
は
中
国
チ

ン
タ
オ（
青
島
）に
視
察
を
行
っ
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

現
地
の
稲
門
会
・
三
田
会
メ
ン

バ
ー
と
旧
交
を
温
め
な
が
ら
明
日

の
旅
行
産
業
の
た
め
に
広
く
意
見

交
換
や
交
流
を
深
め
ら
れ
て
お
ら

れ
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
将
来
的

に
は
「
早
稲
田
大
学
観
光
学
部
」
創

設
を
目
指
し
、
い
よ
い
よ
会
員
の

活
性
化
に
取
り
組
ん
で
、
活
気
溢

れ
る
組
織
化
を
め
ざ
し
た
い
と
の

こ
と
。
そ
の
意
味
で
は
我
が
立
教

大
学
観
光
学
部
と

立
教
観
光
ク
ラ
ブ

の
産
・
学
協
働
の

組
織
体
制
を
見
習

い
た
い
と
エ
ー
ル

を
送
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

立
教
観
光
ク
ラ

ブ
の
活
動
に
ご
興

味
が
あ
り
、
我
々

の
総
会
は
二
〇
〇

名
以
上
集
ま
る
こ

と
。
ド
ア
プ
ラ
イ

ズ
の
充
実
。
盛
ん

な
分
科
会
活
動
。

観
光
ク
ラ
ブ
ニ
ュ
ー
ス
の
発
行
部

数
と
発
行
回
数
。
大
學
へ
の
寄
付

講
座
な
ど
を
ご
説
明
申
し
上
げ
る

と
大
い
に
驚
か
れ
て
お
ら
れ
ま
し

た
。今

後
は
、
上
智
大
学
の
観
光
関

係
の
Ｏ
Ｂ
会
組
織
な
ど
も
ふ
く
め

大
學
Ｏ
Ｂ
会
の
情
報
共
有
化
な
ど

を
図
っ
て
い
け
た
ら
い
い
で
す
ね

と
話
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

旅
行
稲
門
会
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.tabicom

.com
/w

ase
da/w

elcom
e.htm

l)

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
　
黒
田

下
幸
雄
、
服
部
幸
應
、
名
越
宗
弘
、

高
橋
正
美
、
吉
本
明
康
、
小
野
寺

千
晶
、
阿
部
隆
、
岸
野
浩
平
、
小

堀
真
吾
、
小
野
尚
、
長
岡
紀
雄
、

山
辺
登
、
原
田
修
身
、
伊
藤
守
、

立
教
チ
ャ
イ
ナ
倶
楽
部
、
旅
行
宿

泊
部
会

秋
山
浄
司
、
若
狭
高
司
、
水
野
啓

次
郎
、
山
元
春
三
、
阿
部
行
信
、

名
越
隆
雄
、
安
永
伸
子
、
山
本
邦

介
、
本
間
良
雄
、
呉
東
富
、
朱
憲

論
、
福
田
朋
英
、
服
部
幸
應
、
名

越
宗
弘
、
吉
本
明
康
、
小
堀
真
吾
、

小
野
尚
、
長
岡
紀
雄
、
山
辺
登
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藤
棚
│
私
の
提
案
│

〜
〜
旅
行
稲
門
会
訪
問
〜
〜

〜

➡

三
九
五
、〇
〇
〇
円

平成19年1月

平成19年3月
計75名

運
営
基
金

寄
付
者
リ
ス
ト

〜

➡

一
一
〇
、〇
〇
〇
円

平成19年1月

平成19年3月
計19名

立
教
観
光
ク
ラ
ブ

外
国
人
留
学
生
奨
学
金

寄
付
者
リ
ス
ト

│

│

故
人
の
ご
功
績
を
偲
び
、
謹

ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す

山
本
　
邦
介
氏

昭
一
三
経
商
卒
、

元
三
井
観
光
開
発
社
長
、

昭
和
五
七
年
度
観
光
ク
ラ

ブ
賞
受
賞

平
成
十
八
年
十
一
月
二
十

一
日
ご
逝
去

左：武井幹事長　右：高梨副会長

あなたの企業も立教観光クラブニュースに広告を掲載してみませんか？
立教観光クラブニュースは年3回、発行部数5,000部／回、会員はもとよ
り卒業生の在職する観光関連機関及び企業に配布しております。
観光クラブの活動、会員からの提言、会員相互の情報交換や立教大学の
動きなどを季刊でお届けし、観光に携わる立教人にとって不可欠の情報
源となっております。
観光クラブニュースへ貴社の広告をご掲載頂き、立教卒業生へ広くPRし
てみては如何ですか？

≪お申込・お問合せ先≫
・本間　良雄（ほんま　よしお） 立教観光クラブ広告担当委員
〒332-0012 埼玉県川口市本町4-14-8
TEL：090-3220-9765 FAX：048-224-0611 E-mail：joehonma@mac.com



│
２
０
０
７
年
度
立
教
観
光
ク
ラ
ブ

総
会
・
講
演
会
・
懇
親
会
開
催
の
ご
案
内
│

恒
例
の
立
教
観
光
ク
ラ
ブ
会
員
総
会
（
講

演
会
・
懇
親
会
を
含
む
）
を
左
記
の
通
り
開

催
い
た
し
ま
す
。
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

毎
回
大
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
ド

ア
プ
ラ
イ
ズ
、
各
参
加
ホ
テ
ル
の
レ
ス
ト
ラ

ン
デ
ィ
ナ
ー
券
、
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
宿
泊
券
、

全
国
各
地
の
特
産
品
、
海
外
リ
ゾ
ー
ト
地
へ

の
往
復
航
空
券
、
特
製
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ

な
ど
な
ど
空
ク
ジ
な
し
の
大
盤
振
る
舞
い
を

今
年
も
ご
用
意
し
て
皆
様
を
お
待
ち
申
し
上

げ
ま
す
！

記

日
　
時：

２
０
０
７
年
７
月
４
日
（
水
）

総
　
会：

17：

00
〜
17：

45
（
16：

30
分
よ
り
受
付
開
始
）

講
演
会：

17：

45
〜
18：

45

講
　
師：

岡
本
　
伸
之
氏
　
帝
京
大
学
経
済
学
部
観
光
経
営
学
科
教
授

テ
ー
マ：

「
日
本
的
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
あ
り

方
（
仮
称
）」

懇
親
会：

19：

00
〜
21：

00

場
　
所：

ホ
テ
ル
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
東
京

http://w
w
w
.pacific-tokyo.com

〒
１
０
８
│
８
５
６
７

東
京
都
港
区
高
輪
３
│
13
│
３

Ｔ
Ｅ
Ｌ：

０
３
│
３
４
４
５
│
６
７
１
１

交
　
通：

Ｊ
Ｒ
・
京
浜
急
行
　
品
川
駅
　
高
輪

口
正
面
（
徒
歩
３
分
）

２
０
０
７
年
立
教
観
光
ク
ラ
ブ
総
会
開
催

8

会
　
場：

総
会
・
講
演
会
　
１
階
　
白
珠

懇
親
会
　
１
階
　
萬
葉
Ａ

宿
泊
予
約
受
付
に
つ
い
て：

立
教
観
光
ク
ラ

ブ
特
別
料
金
（
40
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）
を
ご
提
供
い

た
し
ま
す
。

【
例
】
シ
ン
グ
ル
　
￥
１
５
、
３
４
６

（
税
サ
込
み
）

【
例
】
ツ
イ
ン
　
￥
１
８
、
５
６
４

（
２
名
様
税
サ
込
み
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ：

０
３
│
３
４
４
５
│
１
４
５
１

宿
泊
予
約
へ
直
接
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

必
ず
「
７
月
４
日
の
立
教
観
光
ク
ラ
ブ
」
と

お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。

会
　
費：

１
９
６
３
年
（
昭
和
三
八
年
）
以
前
卒
‥
‥
１
０
、
０
０
０
円

１
９
９
９
年
（
平
成
十
一
年
）
以
前
卒
‥
‥
１
３
、
０
０
０
円

２
０
０
０
年
（
平
成
十
二
年
）
以
降
卒
‥
‥
１
０
、
０
０
０
円

（
い
ず
れ
も
会
員
名
簿
代
を
含
む
）

参
加
申
込
み：

お
手
元
に
届
い
て
い
る
ご
案
内
葉
書(

往
復
葉
書)

ま
た
は
観

光
ク
ラ
ブ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（w

w
w
.kankoclu.net

）
よ
り
お

申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

＊
出
欠
連
絡
後
の
変
更
は
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ノ
ー
シ
ョ
ウ
の
方
に
は

キ
ャ
ン
セ
ル
フ
ィ
ー
を
請
求
さ
せ
て
い
た
だ
く

場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
こ
と
を
ご
了
承
下
さ
い
。

欠
席
連
絡
先

Ｆ
Ａ
Ｘ：

０
４
８
│
４
７
１
│
７
４
５
２

E
-m
ail ：

soukai2007@
kankoclub.net

観光事業にたづさわる立教大学校友相互の親睦をはかり、わが国の観光事業発展のためいささかなりとも寄与したい。

立教観光クラブニュース
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２
０
０
７
年
立
教
観
光
ク
ラ
ブ
総
会
開
催



て
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
当
ク

ラ
ブ
よ
り
　
半
田
、
黒
田
が
立
会

い
ま
し
た
。

観
光
産
業
界
に
於
い
て
、
産
・

官
・
学
の
協
働
の
動
き
が
徐
々
に

広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

国
土
交
通
省
主
催
「
観
光
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
高
度
化
の
た
め
の
人
材
育
成

検
討
会
」
の
報
告
に
も
あ
る
よ
う
に

「
観
光
の
振
興
に
寄
与
す
る
人

材
の
育
成
」
に
、
学
校
教
育
の
重
要

性
が
謳
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

業
界
団
体
に
は
「
産
学
官
連
携
に
よ

る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
推
進
」

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
観
光
学

部
を
持
つ
大
学
へ
の
期
待
度
は
大

き
く
、
こ
の
会
議
の
座
長
に
は

溝
尾
良
隆
　
立
教
大
学
観
光
学
部

教
授
、
ま
た
、
委
員
に
は
冨
士
屋

ホ
テ
ル
㈱
代
表
取
締
役
社
長
　
勝

俣
伸
　
観
光
ク
ラ
ブ
副
会
長
も
名

を
連
ね
て
お
ら
れ
ま
す
。
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
後
、
穴
井
さ
ん
に
「
ト
ラ
ン

ジ
ッ
ト
」
の
同
級
生
や
先
輩
た
ち
が

今
の
観
光
業
界
に
対
し
ど
う
思
っ

て
い
る
か
聞
い
て
み
た
と
こ
ろ
、

ご
本
人
は
じ
め
大
多
数
は
大
変
熱

い
想
い
で
観
光
業
を
見
て
い
ま
す

と
の
こ
と
で
し
た
。
彼
ら
が
魅
力

を
感
じ
て
く
れ
る
職
場
で
あ
り
続

け
る
こ
と
こ
そ
、
産
・
官
・
学
の

円
滑
で
よ
い
関
係
が
構
築
で
き
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

黒
田
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キ
ャ
ン
パ
ス
ナ
ウ
で
お
馴
染
み

の
立
教
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
ズ
キ
ャ
ン

パ
ス
の
赤
池
真
奈
さ
ん
（
法
学
部
政

治
学
科
三
年
）、
竹
本
真
理
恵
さ
ん

（
現
代
心
理
学
部
映
像
身
体
学
科
二

年
）
が
、
現
役
で
活
躍
し
て
い
る
仲

間
、
穴
井
祥
恵
さ
ん
（
観
光
学
部
観

光
学
科
三
年：

村
上
和
夫
立
教
大

学
観
光
学
部
教
授
指
導
の
ゼ
ミ
生
）

を
レ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。

観
光
立
国
推
進
基
本
法
制
定
記

念
・
観
光
立
国
推
進
全
国
大
会

（
平
成
十
九
年
三
月
十
三
日
九
段
会

館
ホ
ー
ル
）
で
な
ん
と
学
生
代
表
と

し
て
、
愛
知
和
男
衆
議
院
議
員
や
、

太
田
房
江
大
阪
府
知
事
、
舩
山
龍

二
日
本
ツ
ー
リ
ズ
ム
産
業
団
体
連

合
会
会
長
、
大
西
雅
之
阿
寒
観
光

協
会
ま
ち
づ
く
り
推
進
機
構
副
理

事
長
ら
の
重
鎮
に
互
角
し
、
堂
々

と
意
見
発
表
を
し
ま
し
た
。
会
場

に
集
ま
っ
た
観
光
産
業
界
七
〇
〇

人
の
熱
い
拍
手
に
照
れ
な
が
ら
も

終
始
冷
静
に
立
ち
振
る
舞
っ
て
い

ま
し
た
。
さ
て
、
そ
の
時
の
心
境

は
ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
？

＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊
　

「
本
当
に
緊
張
し
て
第
一
声
は

声
が
震
え
て
い
ま
し
た
。
し
ゃ
べ

っ
て
い
る
う
ち
に
自
分
を
取
り
戻

し
、
だ
ん
だ
ん
落
ち
着
い
て
き
ま

し
た
け
れ
ど
‥
‥
（
笑
）」。
三
月
十

三
日（
火
）に
行
わ
れ
た
「
観
光
立

国
推
進
全
国
大
会
」
の
意
見
発
表
の

場
に
学
生
代
表
と
し
て
出
席
し
た

観
光
学
部
観
光
学
科
三
年
穴
井
祥

恵
さ
ん
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
第
一

声
。し

か
し
来
賓
の
安
部
昭
恵
内
閣

総
理
大
臣
夫
人
を
は
じ
め
と
し
て

太
田
房
江
氏
（
大
阪
府
知
事
）、
船

山
龍
二
氏
（
日
本
ツ
ー
リ
ズ
ム
産
業

団
体
連
合
会
会
長
）
な
ど
そ
う
そ
う

た
る
人
た
ち
の
前
で
穴
井
さ
ん
は

〝
し
っ
か
り
と
堂
々
と
〞
意
見
を

発
表
し
た
そ
う
で
す
。

穴
井
さ
ん
は
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
「
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
」（
二
〇

〇
三
年
発
足
）
の
代
表
。
ト
ラ
ン
ジ

ッ
ト
は
学
生
の
観
点
か
ら
「
観
光
と

は
何
か
」
を
考
え
る
た
め
、
一
年
を

通
じ
て
日
本
観
光
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ

ィ
ー
学
会
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
）、
ア
ジ

ア
太
平
洋
観
光
学
会
、
観
光
学
を

学
ぶ
学
生

た
ち
が
全

国
か
ら
集

ま
る
学
生

サ
ミ
ッ
ト

と
様
々
な

「
観
光
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
の
も

と
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

た
り
運
営
サ
ポ
ー
ト
を
し
た
り
し

て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
教

授
・
企
業
か
ら
直
々
に
手
伝
い
の

依
頼
を
う
け
る
こ
と
も
あ
る
そ
う

で
す
。

今
回
の
「
観
光
立
国
推
進
大
会
」

へ
の
出
席
も
そ
ん
な
経
緯
で
決
ま

っ
た
そ
う
。
こ
の
日
穴
井
さ
ん
は

「
観
光
立
国
」
と
し
て
海
外
の
方
が

日
本
へ
興
味
を
示
し
て
い
た
だ
き
、

訪
問
し
て
も
ら
え
る
た
め
の
「
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
事
業
」
を
行
う
上
で
の
心

構
え
と
意
見
を
発
表
し
ま
し
た
。

「
歴
史
や
自
然
は
も
う
知
ら
れ
て
い

た
り
す
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
観
て

も
ら
う
べ
き
は
日
々
進
化
し
て
い

る
私
た
ち
の
生
活
や
文
化
」
だ
と
い

い
、
か
た
ち
の
な
い
文
化
や
生
活

を
如
何
に
見
せ
て
い
く
の
か
、
こ

れ
ま
で
の
伝
統
的
な
既
存
の
文
化

プ
ラ
ス
《
今
》
の
文
化
と
い
う
日
本

特
有
の
魅
力
を
ど
れ
だ
け
伝
え
る

こ
と
が
で
き
る
の
か
が
大
切
だ
と

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
ま
た「
交
流
」

と
い
う
切
り
口
か
ら
見
た
と
き
、

今
私
た
ち
日
本
人
が
少
な
か
ら
ず

感
じ
て
い
る
外
国
人
観
光
客
に
対

す
る
抵
抗
を
少
な
く
し
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
も
っ
と
と
れ
る
よ

う
に
な
れ
た
ら
い
い
と
訴
え
ま
し

た
。近

々
ア
ジ
ア
太
平
洋
観
光
学
会

の
サ
ポ
ー
ト
の
た
め
北
京
へ
行
っ

た
り
、
長
野
県
観
光
課
か
ら
お
手

伝
い
の
依
頼
が
き
た
り
と
こ
れ
か

ら
も
精
力
的
に
活
動
し
て
い
く
穴

井
さ
ん
。「
毎
日
充
実
し
て
い
る
。

将
来
も
学
ん
で
き
た
こ
と
を
活
か

し
た
い
」
と
夢
を
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
日
々
変
化
し
て
ゆ
く
「
観
光
」

と
い
う
フ
ィ
ー
ル
ド
で
、
多
く
の

人
と
あ
ら
ゆ
る
活
動
の
場
で
出
会

い
、
刺
激
さ
れ
な
が
ら
、
彼
女
自

身
も
止
ま
ら
ず
に
動
い
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー：

赤
池
真
奈

竹
本
真
理
恵

＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊
　

こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
五
月
十

七
日：

立
教
新
座
キ
ャ
ン
パ
ス
の

一
号
館
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
に

観
光
学
部
学
生
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

（
国
交
省
観
光
立
国
推
進
全
国
大
会
に
学
生
代
表
と
し
て
参
加
）

左：赤池真奈さん 中央：竹本真理恵さん 右：穴井祥恵さん

観光立国推進全国大会
学生代表　穴井祥恵さん



じ
ま
す
。

：

す
ぎ
も
と
旅
館
と
し
て
今
後
も

こ
だ
わ
っ
て
い
く
と
こ
ろ
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

そ
う
で
す
ね
、
先
ほ
ど
も
話
し

ま
し
た
が
料
理
に
は
こ
だ
わ
っ
て

い
き
た
い
で
す
ね
。
ハ
レ
の
料
理

で
は
な
く
、
家
で
く
つ
ろ
い
で
い

る
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
家
庭
料
理
を

お
出
し
し
ま
す
が
、
最
近
は
家
庭

の
味
を
守
る
と
い
う
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
も
だ
ん
だ
ん
薄
ら
い
で
い
る

よ
う
で
す
ね
。
そ
う
い
う
意
味
で

の
家
庭
料
理
風
味
付
け
を
作
り
出

し
て
い
き
た
い
で
す
。
た
だ
し
、

家
庭
で
は
出
せ
な
い
ち
ょ
っ
と
い

い
感
じ
の
こ
と
、
例
え
ば
お
皿
に

こ
だ
わ
っ
た
り
素
材
も
、
旬
の
も

の
に
し
て
も
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
早

め
に
取
り
上
げ
て
、
つ
ま
り
先
取

り
し
て
提
供
す
る
こ
と
に
こ
だ
わ

っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

：

最
後
に
立
教
観
光
ク
ラ
ブ
の
活

動
に
望
む
こ
と
、
お
よ
び
後
輩
に

対
し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
願
い

し
ま
す
。

金
太
郎
あ
め
の
よ
う
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
ら
や
は
り
つ
ま
ら
な
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
そ
れ
ぞ

れ
が
違
う
飴
に
な
っ
て
ほ
し
い
で

す
ね
。
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
そ
の
な

か
か
ら
選
ん
で
も
ら
う
と
い
う
方

が
健
全
な
発
展
に
繋
が
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？

：

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
　
黒
田
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：

加
賀
屋
小
田
先
輩
同
様
、
花
岡

先
輩
の
ホ
テ
ル
研
究
会
時
代
の
活

動
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

ホ
テ
ル
研
究
会
時
代
は
ほ
と
ん

ど
部
室
に
い
ま
し
た
（
笑
）。
関
東

学
生
ホ
テ
ル
研
究
会
連
盟
で
は
、

神
奈
川
大
学
、
東
洋
大
、
慶
応
大
、

早
稲
田
大
、
成
蹊
大
、
成
城
大
、

明
治
大
、
武
蔵
大
等
十
一
大
学

（
そ
の
と
き
の
仲
間
と
の
交
流
は
今

で
も
続
い
て
い
る
）
の
ダ
ン
ス
パ

ー
テ
ィ
ー
の
運
営
で
当
時
の
帝
国

ホ
テ
ル
ス
カ
イ
ル
ー
ム
で
大
勢
の

人
た
ち
を
集
め
ま
し
た
。

：

大
学
時
代
の
活
動
で
何
が
今
役

立
っ
て
ま
す
か
？

飲
み
物
券
や
チ
ケ
ッ
ト
の
受
け

渡
し
や
誘
導
な
ど
勉
強
に
な
り
ま

し
た
ね
。
ま
た
、
第
一
学
食
で
コ

ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
を
運
営
し
活
動

費
に
充
て
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
費

用
で
最
大
限
の
効
率
を
上
げ
る
こ

と
を
学
ん
だ
な
あ
。
そ
れ
に
人
付

き
合
い
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
か
な
。

キ
リ
ス
ト
教
学
科
の
思
い
出
で
す

が
、
履
修
単
位
は
ほ
と
ん
ど
観
光

学
科
の
勉
強
に
振
り
替
え
ま
し
た
。

：

個
人
旅
行
客
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を

絞
っ
た
経
営
戦
略
に
つ
い
て
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

個
人
旅
行
客
を
主
体
と
し
た
旅

館
経
営
で
す
が
、
決
し
て
団
体
は

「
立
教
Ｏ
Ｂ
に
は
他
の
大
学

に
な
い
唯
一
無
二
の
も
の

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
観

光
業
の
中
で
と
り
わ
け
宿

泊
業
に
携
わ
る
諸
先
輩
を

多
く
輩
出
し
て
き
た
と
い

う
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
と

り
も
な
お
さ
ず
日
本
の
宿

泊
産
業
の
黎
明
期
か
ら
現

在
に
至
る
ま
で
の
系
譜
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い

事
実
で
す
。
こ
の
産
業
を

再
度
見
つ
め
直
す
こ
と
で
、

日
本
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

ー
産
業
が
世
界
を
圧
巻
す

る
資
質
を
持
っ
て
い
る
こ

と
を
証
明
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
ク

ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
の
本
質
で

あ
る
日
本
文
化
を
発
信
し

て
行
く
装
置
と
し
て
の
日

本
の
宿
泊
業
の
役
目
に
つ

い
て
も
再
度
見
直
し
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

が
で
き
る
の
は
立
教
観
光

ク
ラ
ブ
を
お
い
て
他
に
な

い
と
考
え
る
か
ら
で
す
」

受
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い

で
す
。
団
体
受
入
れ
用
に
改
造
す

る
と
、
ど
の
旅
館
も
同
じ
よ
う
な

コ
ン
セ
プ
ト
に
な
り
が
ち
で
個
性

が
な
く
な
り
、
金
太
郎
飴
に
な
っ

て
し
ま
う
の
じ
ゃ
な
い
か
、
だ
か

ら
不
具
合
は
是
正
し
な
い
。
カ
ロ

ー
ラ
じ
ゃ
な
く
て
ミ
ニ
ク
ー
パ
ー

が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？
気
骨
の
あ
る
旅
館
！

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
や
銀
行
の
い
う

こ
と
は
聞
か
な
い
！
デ
ザ
イ
ナ
ー

が
デ
ザ
イ
ン
す
る
も
の
は
選
ば
な

い
！
（
大
笑
）。
全
方
位
で
は
勝
て

ま
せ
ん
か
ら
得
意
な
分
野
に
シ
フ

ト
す
る
。
た
と
え
ば
私
は
菅
球
ア

ン
プ
の
趣
味
が
高
じ
て
談
話
室
や

会
議
室
、
サ
ロ
ン
で
素
敵
な
音
楽

を
流
し
ま
す
。
小
さ
な
旅
館
の
生

き
残
り
と
し
て
「
私
の
応
接
室
」

と
い
う
感
覚
で
共
感
す
る
人
は
少

な
い
か
も
し
れ
な
い
が
は
ま
っ
た

ら
必
ず
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
る
!?
流

す
音
楽
に
つ
い
て
も
い
ろ
い
ろ
試

し
ま
し
た
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
が
無
難

だ
と
思
っ
て
い
た
ら
、
そ
う
で
も

な
く
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン

グ
が
意
外
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ

う
で
す
。
歌
が
英
語
の
せ
い
も
あ

り
耳
障
り
が
な
く
ス
ー
ッ
と
入
る

み
た
い
で
す
ね
。
機
種
は
マ
ッ
キ

ン
ト
ッ
シ
ュ
が
多
い
か
な
。
マ
ー

ク
レ
ビ
ン
ソ
ン
は
も
っ
と
上
位
の

機
種
で
と
て
も
い
い
柔
ら
か
な
音

楽
を
聞
か
せ
て
く
れ
る
ん
で
す
が
、

夜
バ
ー
で
聞
く
と
き
は
、
管
球
の

ぼ
う
っ
と
し
た
灯
り
に
マ
ッ
キ
ン

ト
ッ
シ
ュ
操
作
パ
ネ
ル
前
面
出
力

メ
ー
タ
ー
が
ほ
の
青
い
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
を
放
つ
と
き
明
ら
か
に

上
質
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
く

れ
ま
す
ね
。
ア
キ
ュ
フ
ェ
ー
ズ
の

赤
い
光
で
は
だ
め
な
ん
で
す
（
笑
）。

青
い
目
の
お
嬢
さ
ん
に
み
ん
な
憧

れ
る
ん
で
す
ね
（
爆
笑
）。
見
た
目

の
イ
メ
ー
ジ
が
大
事
で
す
ね
。
こ

れ
は
旅
館
の
外
観
と
内
装
も
あ
ま

り
違
う
と
良
く
な
い
よ
う
で
、
外

観
が
モ
ダ
ン
な
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
フ
ァ
サ
ー
ド
で
中
に
入
っ
た

ら
板
壁
で
漆
喰
塗
り
の
純
和
風
つ

く
り
だ
と
ち
ょ
っ
と
引
い
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
側
か
ら
の
論

理
と
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
お
客
様

の
論
理
は
違
う
こ
と
も
あ
る
と
感

3

第
二
回

個
性
化
で
生
き
る

す
ぎ
も
と
旅
館
の
生
き
残
り
戦
略

す
ぎ
も
と
旅
館
社
長

花
岡
貞
夫
氏


